
山野に群生する多年草。鱗茎は筒状長楕円形で長さ5-6cmになる。葉はふつう2個で花茎の下部につき、
長い柄があるが地下に埋まるため、地上には葉身だけが現れる。葉身は長楕円形または狭い卵形で長さ
6-12cm、黄緑色で暗紫色の斑紋がある。花は4-6月、高さ10-20cmの花茎の先に1個つき、下向きに開く。

花被片は紅紫色、披針形で長さ4-5cm、基部の近くに蜜腺があり、その上部にW字状の濃紫色の斑紋が
ある。雄蕊は花被片の約半長、葯は濃紫色で線形。

神戸市では絶滅した。
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希少

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 ○ 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、加西市、たつの市、佐用町、朝来市、香美町、丹波
篠山市、丹波市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ユリ科

兵庫県ランク…カタクリ
環境省ランク… －Erythronium  japonicum  Decne.


